
一

「
伝
安
閑
天
皇
陵
出
土
ガ
ラ
ス
碗
」
再
発
見
の
経
緯
と�

�

東
京
国
立
博
物
館
へ
の
収
蔵
に
つ
い
て

―
加
藤
三
之
雄
教
授
（
第
二
代
社
会
学
部
長
）
の
関
与
―

徳
　
田
　
誠
　
志

一
．
並
べ
ら
れ
た
二
口
の
ガ
ラ
ス
碗

　

今
年
（
令
和
元
年
）
一
〇
月
、
東
京
国
立
博
物
館
に
お
い
て
「
御
即
位
記
念
特
別

展　

正
倉
院
の
世
界　

―
皇
室
が
守
り
伝
え
た
美
―
」
と
題
し
た
展
示
会
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
展
示
会
に
お
い
て
は
、
今
回
の
お
代
替
り
を
記
念
し
て
正
倉
院
宝

物
の
優
品
が
、
東
京
国
立
博
物
館
所
管
の
法
隆
寺
献
納
宝
物
な
ど
と
一
堂
に
展
示
さ

れ
た
。
同
時
期
に
奈
良
国
立
博
物
館
に
お
い
て
も
、
毎
秋
恒
例
の
「
正
倉
院
展
」
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、
本
年
は
よ
り
多
く
の
人
々
が
天
平
の
美
術
品
に
触
れ
る
機
会
と

な
っ
た
。

　

さ
て
、
東
京
国
立
博
物
館
に
お
け
る
展
示
の
後
半
、
二
口
の
ガ
ラ
ス
碗
が
同
じ
展

示
室
の
、
数
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
い
場
所
に
並
べ
て
展
示
さ
れ
た
（
写
真
1
）。

観
覧
者
の
多
く
が
、
こ
の
よ
く
似
た
ガ
ラ
ス
碗
の
輝
き
に
、
改
め
て
目
を
見
張
っ
た
。

そ
し
て
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
ガ
ラ
ス
碗
が
同
時
に
、
し
か
も
並
べ
て
展
示
さ
れ
、
一

般
の
人
々
の
目
に
触
れ
る
機
会
は
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
東
京
国
立
博
物

館
に
正
倉
院
宝
物
の
ガ
ラ
ス
碗
が
出
陳
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
三
十
四
年
・
五
十
六
年

に
続
い
て
三
回
目
。）。

　

つ
い
て
は
こ
の
機
会
に
、
安
閑
天
皇
陵
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
ガ
ラ
ス
碗
に
つ
い
て
、

江
戸
時
代
に
出
土
し
て
か
ら
今
日
ま
で
の
状
況
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
ま

た
、
こ
の
ガ
ラ
ス
碗
が
戦
後
個
人
宅
で
再
発
見
さ
れ
て
か
ら
、
東
京
国
立
博
物
館
に

収
蔵
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
本
学
社
会
学
部
の
第
二
代
学
部
長
で
あ
る
加
藤
三
之
雄

教
授
と
「
ク
ラ
ブ
関
西
」
が
深
く
関
与
し
て
お
り
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
も
ま
と
め

て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

な
お
、
本
品
の
名
称
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
「
白
瑠
璃
碗
」
が
正
式
な
登
録
名
称

で
あ
る
が
、
文
献
に
よ
っ
て
は
他
の
名
称
で
呼
称
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

今
回
は
「
ガ
ラ
ス
碗
」
で
統
一
し
て
表
記
す
る
。

　

そ
れ
で
は
図
録
の
記
述
や
他
の
紹
介
文
に
よ
っ
て
、
各
ガ
ラ
ス
碗
を
紹
介
し
て
い

く
（
東
京
国
立
博
物
館
二
〇
一
九
）。
ま
ず
伝
安
閑
天
皇
陵
出
土
ガ
ラ
ス
碗
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。



二

「
重
要
文
化
財　

白
瑠
璃
碗
」（
伝
安
閑
天
皇
陵
出
土
）
口
径
一
二
・
一
セ
ン
チ
、

高
八
・
二
セ
ン
チ

　

サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
領
域
で
製
作
さ
れ
た
、
ア
ル
カ
リ
石
灰
ガ
ラ
ス
製
の
カ
ッ
ト

グ
ラ
ス
。
正
倉
院
宝
物
の
ガ
ラ
ス
碗
と
比
較
す
る
と
、
切
子
が
円
文
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
、
重
さ
は
正
倉
院
宝
物
が
四
八
五
グ
ラ
ム
に
対
し
、
本
品
は

四
〇
九
・
二
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
接
合
し
て
い
る
と
は
い
え
軽
い
。

　

そ
の
他
、
全
体
は
一
〇
片
に
割
れ
て
い
る
も
の
を
漆
に
よ
っ
て
接
着
し
て
い
る
。

こ
の
漆
に
よ
る
接
合
は
、
江
戸
時
代
に
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
正
倉
院
宝
物
の
ガ
ラ
ス
碗
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
正
倉
院
宝
物　

中
倉
六
八　

白
瑠
璃
碗
」
口
径
一
二
・
〇
セ
ン
チ
、
高
八
・
五
セ

ン
チ

　

表
面
全
体
に
円
形
切
子
を
施
し
た
ガ
ラ
ス
碗
で
あ
り
、
円
形
切
子
の
数
は
八
〇
個

を
数
え
る
。
こ
の
数
値
は
、
伝
安
閑
天
皇
陵
出
土
ガ
ラ
ス
碗
と
同
数
で
あ
る
。
し
か

し
正
倉
院
宝
物
の
ガ
ラ
ス
碗
の
方
が
切
子
が
相
接
し
て
い
る
た
め
、
亀
甲
繋
文
の
よ

う
な
形
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
器
に
は
厚
み
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
重
さ
の
違
い

を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

本
品
に
類
似
し
た
ガ
ラ
ス
碗
は
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
地
域
を
中
心
に
出
土
し
て
お

り
、
中
央
ア
ジ
ア
や
中
国
の
遺
跡
に
お
い
て
も
類
例
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当

時
、
交
易
品
と
し
て
広
く
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

以
上
の
通
り
、
こ
の
二
口
の
ガ
ラ
ス
碗
が
大
き
さ
も
、
施
文
方
法
も
ま
っ
た
く
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
類
似
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
同
じ
時
期
に
、
同
じ
場
所
で
製
作
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
想
定
を
可
能
に
し
て
い
る
。
そ
の
時
期
と
場
所
に
つ
い
て

の
最
大
公
約
数
的
な
記
述
を
す
れ
ば
、
図
録
に
も
あ
る
よ
う
に
「
六
世
紀　

サ
サ
ン

写真 1　�「御即位記念特別展　正倉院の世界　―皇室が守り伝えた美―」ガラス碗展示状況��
（宮内庁正倉院事務所提供）
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朝
ペ
ル
シ
ア
産
」
と
な
る
。

　

近
年
、
こ
の
ガ
ラ
ス
碗
に
つ
い
て
の
考
古
学
的
な
研
究
も
多
数
発
表
さ
れ
て
い
る

が
（
巽
二
〇
一
三
）、
小
稿
で
は
こ
の
ガ
ラ
ス
碗
の
製
作
時
期
・
製
作
地
に
つ
い
て

は
、
専
門
で
も
な
い
の
で
こ
の
最
大
公
約
数
的
な
記
述
に
留
め
て
お
き
た
い
。

二
．
伝
安
閑
天
皇
陵
出
土
の
ガ
ラ
ス
碗
再
発
見
の
経
緯

　

東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス
碗
は
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）

年
に
大
阪
の
個
人
宅
で
再
発
見
さ
れ
た
後
、
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
、

こ
の
再
発
見
直
後
か
ら
数
年
の
間
に
発
表
さ
れ
た
諸
先
学
の
論
文
を
見
な
が
ら
、
そ

の
経
緯
と
論
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

実
際
に
発
見
に
関
わ
っ
た
研
究
者
と
、
数
ヶ
月
の
内
に
実
物
の
ガ
ラ
ス
碗
を
調
査

し
た
人
物
と
し
て
は
、「
石
田
茂
作
」・「
藤
澤
一
夫
」・「
梅
原
末
治
」
の
三
名
で
あ

り
、
各
自
が
次
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。

石
田
茂
作

文
献
①
「
西
琳
寺
白
瑠
璃
碗
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
三
六
巻
第
四
号

�

昭
和
二
十
五
年
十
一
月

　

※�

前
号
に
「
西
琳
寺
白
瑠
璃
碗
」
と
し
て
口
絵
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
学

会
誌
に
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、『
考
古
学
雑
誌
』
第
三
六
巻
第

三
号　

昭
和
二
十
五
年
九
月
で
あ
る
。

文
献
②
「
西
琳
寺
旧
蔵
の
白
瑠
璃
碗
に
就
い
て
」『
大
和
文
華
』
第
五
号

�

昭
和
二
十
七
年
三
月

藤
澤
一
夫

文
献
③
「
安
閑
天
皇
陵
発
見
の
白
瑠
璃
碗
」『
史
迹
と
美
術
』
二
〇
七
号

�

昭
和
二
十
五
年
十
一
月

文
献
④
「
安
閑
天
皇
陵
出
土　

玻
璃
碗
の
驚
異
」『
あ
し
か
び
』
第
一
集

�

昭
和
二
十
六
年
四
月

梅
原
末
治

文
献
⑤
「
安
閑
陵
出
土
の
玻
璃
碗
に
就
い
て
」『
史
迹
と
美
術
』
二
〇
九
号

�

昭
和
二
十
六
年
二
月

　

こ
の
五
本
の
論
文
が
ガ
ラ
ス
碗
再
発
見
直
後
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
あ
り
、
そ
の

後
、
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
か
ら
は
次
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

原
田
淑
人

文
献
⑥
「
新
収
品
・
切
子
の
ガ
ラ
ス
器
」『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
五
号

�

昭
和
二
十
六
年
八
月

文
献
⑦
「
白
瑠
璃
碗
」『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
五
〇
号�

昭
和
三
十
年
五
月

文
献
⑧
「
治
療
し
て
は
な
ら
な
い
傷
痕　

安
閑
陵
ガ
ラ
ス
碗
の
場
合
」

　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
一
五
三
号�

昭
和
三
十
五
年
二
月

文
献
⑨
「
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
二
つ
の
資
料
」

　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
二
九
七
号�

昭
和
四
十
七
年
二
月

蔵
田　

蔵

文
献
⑩
「
白
瑠
璃
碗
の
再
会
」『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
一
四
〇
号

�

昭
和
三
十
七
年
十
一
月

　

そ
れ
で
は
第
一
発
見
者
で
あ
る
石
田
茂
作
氏
の
文
献
①
に
よ
り
な
が
ら
、
再
発
見

の
経
緯
を
見
て
い
き
た
い
。

　

再
発
見
の
日
付
は
、
昭
和
二
十
五
年
八
月
十
二
日
で
あ
る
。
こ
の
日
、
大
阪
毎
日
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新
聞
社
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会
に
来
阪
し
た
石
田
氏
の
も
と
へ
、
大
阪
府
布
施
に
在

住
す
る
人
物
が
こ
の
ガ
ラ
ス
碗
を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
が
す
べ
て
の
始
ま
り
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
前
に
、
こ
の
日
石
田
氏
が
来
阪
さ
れ
る
の
で
、
当
日
持
参
し
て
鑑
定

し
て
も
ら
う
よ
う
に
仲
介
し
た
人
物
が
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
次
節
で
詳
述
す
る
こ

と
と
す
る
。

　

文
献
①
に
記
さ
れ
た
石
田
氏
の
記
述
は
臨
場
感
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
再
発
見
さ
れ

た
と
き
の
感
情
が
そ
の
ま
ま
表
現
さ
れ
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
風
呂
敷
包
み
が
解

か
れ
、
そ
の
中
か
ら
「
し
ふ
く
」
に
包
ま
れ
た
黒
漆
塗
り
の
円
筒
形
容
器
が
取
り
出

さ
れ
る
。
そ
の
蓋
表
に
は
「
御
鉢
」
と
金
蒔
絵
で
記
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
に
は
同
じ

く
金
蒔
絵
に
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「�

寛
政
八
年
三
月 

良
辰
奉 

長
吏
宮
仰
書
銘 

弘
法
大
師
御
流
入
木 

道
四
十
二

世　
　

書
博
士 

加
茂
保
考　

印
」

　

さ
ら
に
こ
の
円
筒
形
容
器
を
納
め
た
外
箱
の
裏
底
面
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
っ
た
。

「
神
谷
家 

九
代 

源
左
エ
門 

正
峯 

西
琳
寺
寄
進
」

　

こ
の
記
述
を
見
た
石
田
氏
は
、
こ
の
ガ
ラ
ス
碗
こ
そ
が
江
戸
時
代
に
古
市
西
琳
寺

に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
当
時
の
識
者
の
話
題
に
上
り
、
様
々
な
記
録
が
残
さ
れ
た
ガ
ラ

ス
碗
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
そ
の
後
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
の
混
乱
期
に
行
方
不
明

と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
看
破
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
写
真
2
）。
こ
の
日

の
講
演
会
が
「
河
内
郷
土
文
化
研
究
会
」
主
催
の
「
飛
鳥
時
代
と
河
内
西
琳
寺
」
と

の
演
題
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
集
ま
っ
て
い
た
人
々
が
、
こ
の
再
発
見
と
い

う
奇
縁
に
歓
喜
す
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

石
田
氏
は
こ
の
発
見
の
経
緯
を
記
し
た
あ
と
、
正
倉
院
宝
物
の
ガ
ラ
ス
碗
と
の
比

較
検
討
を
行
な
い
、
両
者
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に
言
及
す
る
。
さ
ら
に
『
河
内
名

所
図
会
』
の
記
載
か
ら
、
安
閑
天
皇
陵
か
ら
出
土
し
た
時
期
を
「
享
保
年
間
（
一
七

二
〇
）」
と
想
定
し
た
。

　

最
後
に
安
閑
天
皇
陵
か
ら
出
土
し
た
ガ
ラ
ス
碗
と
正
倉
院
の
ガ
ラ
ス
碗
の
時
期
差

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
提
起
を
行
な
っ
て
、
稿
を
閉
じ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
藤
澤
一
夫
氏
が
文
献
③
を
公
表
す
る
。
こ
の
論
文
に
よ
る
と
藤
澤
氏
は

講
演
会
の
翌
日
（
十
三
日
）
に
「
河
内
郷
土
文
化
研
究
会
」
の
席
上
に
て
ガ
ラ
ス
碗

を
実
見
し
、
翌
々
日
（
十
五
日
）
に
は
所
蔵
者
宅
を
訪
れ
て
実
測
図
の
作
成
と
写
真

撮
影
を
行
な
っ
た
と
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
論
文
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
実

測
図
が
公
表
さ
れ
た
。
藤
澤
氏
は
精

緻
な
観
察
の
結
果
に
基
づ
き
、
後
述

す
る
よ
う
に
藤
貞
幹
の
記
述
し
た
記

録
の
間
違
い
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て

石
田
氏
の
指
摘
し
た
正
倉
院
宝
物
の

ガ
ラ
ス
碗
と
の
「
時
期
差
」
に
つ
い

て
は
、
正
倉
院
宝
物
の
「
伝
世
」
を

考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

本
論
文
の
最
後
に
、
執
筆
し
た
日
付

が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
日
付
は

「
昭
和
二
十
五
年
八
月
二
十
八
日
」

で
あ
る
。
い
か
に
実
見
か
ら
、
実
測

図
作
成
、
原
稿
の
執
筆
が
短
期
間
に

写真 2　�伝安閑天皇陵出土ガラス碗　外箱（文献①より転載）
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行
な
わ
れ
た
か
が
わ
か
る
。

　

続
い
て
、
梅
原
末
治
氏
が
文
献
⑤
を
発
表
す
る
。
こ
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
梅
原
氏

は
九
月
十
日
に
ガ
ラ
ス
碗
を
実
見
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
梅
原
氏
は
そ
の
出
土
時
期

を
松
下
見
林
著
『
前
王
廟
陵
記
』
の
次
の
記
述
に
よ
り
、「
享
保
年
間
」
か
ら
、
今
少

し
遡
り
、「
元
禄
年
間
」
で
あ
る
こ
と
を
論
述
す
る
。

「�

或
曰
。
今
高
屋
村
城
山
。
是
也
。
明
應
中
。
畠
山
尚
慶
築
城
。
或
曰
。
近
年
土

民
発
掘
陵
。
得
古
代
器
物
等
。」

　

こ
の
『
前
王
廟
陵
記
』
の
刊
行
年
は
元
禄
九
（
一
六
九
六
）
年
で
あ
り
、
こ
の
記

事
に
あ
る
地
元
民
が
発
掘
し
て
出
土
品
を
得
た
と
い
う
記
述
の
と
お
り
、
ガ
ラ
ス
碗

は
こ
の
時
に
出
土
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　

梅
原
氏
は
九
月
に
実
見
し
た
際
に
、
所
蔵
者
か
ら
こ
の
ガ
ラ
ス
碗
を
借
用
し
た
よ

う
で
あ
り
、
十
月
二
十
六
日
に
正
倉
院
に
お
い
て
正
倉
院
宝
物
で
あ
る
ガ
ラ
ス
碗
と
、

こ
の
日
持
参
し
た
安
閑
天
皇
陵
出
土
ガ
ラ
ス
碗
を
庫
内
に
並
べ
て
比
較
し
た
こ
と
を

記
す
。
こ
の
時
の
立
会
者
は
、
梅
原
氏
の
他
は
国
立
博
物
館
関
係
者
、
正
倉
院
関
係

者
、
さ
ら
に
先
の
藤
澤
氏
な
ど
ご
く
ご
く
限
ら
れ
た
人
員
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
場
に
立
ち
会
っ
た
一
同
全
員
が
、
こ
の
瓜
二
つ
の
ガ
ラ
ス
碗
を
前
に
感
激
し
た

こ
と
を
記
述
す
る
。
例
え
ば
文
献
⑩
を
著
わ
し
た
蔵
田
氏
は
、
昭
和
三
十
四
年
に
二

口
の
碗
が
東
京
国
立
博
物
館
で
二
度
目
の
対
面
を
果
た
し
た
際
の
記
述
に
お
い
て
、

こ
の
昭
和
二
十
五
年
十
月
の
は
じ
め
て
両
碗
が
並
ん
だ
と
き
の
感
想
を
、
次
の
よ
う

に
記
す
。

「�

宝
庫
中
倉
に
お
い
て
赤
絨
毯
の
上
に
両
者
を
竝
べ
て
お
か
れ
た
と
き
の
感
激
は

今
も
な
お
新
鮮
で
あ
り
、
一
種
異
様
な
興
奮
に
と
ら
わ
れ
た
一
瞬
で
あ
っ
た
。」

梅
原
氏
も
当
時
の
正
倉
院
所
長
で
あ
っ
た
和
田
軍
一
氏
が
「
姉
妹
の
器
が
長
い
年
月

を
経
て
あ
ひ
会
ふ
た
も
の
だ
と
し
て
あ
か
ず
眺
め
て
い
た
。」
と
記
す
。

　

冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
、
ご
く
限
ら
れ
た
研
究
者
の
み
が
両
碗
を
一
度
に
観
察
す

る
機
会
は
あ
っ
た
も
の
の
、
今
秋
の
展
示
会
に
お
い
て
は
、
史
上
初
め
て
一
般
の
人
々

も
こ
の
「
姉
妹
の
器
」
を
同
時
に
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
が
、

次
は
い
つ
訪
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

さ
て
梅
原
氏
は
、
石
田
氏
の
指
摘
し
た
両
碗
の
「
時
間
差
」
に
つ
い
て
、
古
墳
か

ら
出
土
す
る
青
銅
鏡
に
お
い
て
も
数
百
年
の
「
伝
世
」
が
珍
し
く
な
い
こ
と
を
自
ら

の
調
査
例
を
提
示
し
、
さ
ら
に
正
倉
院
宝
物
に
も
伝
世
し
た
も
の
が
存
在
す
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
こ
の
二
口
の
ガ
ラ
ス
碗
は
、
六
世
紀
に
わ
が
国
に
も
た
ら
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
口
が
安
閑
天
皇
陵
に
副
葬
さ
れ
、
も
う
一
口
は
古

墳
に
埋
納
さ
れ
る
こ
と
な
く
地
上
に
あ
り
、
ど
こ
で
伝
世
し
て
い
た
か
は
定
か
で
は

な
い
も
の
の
、
そ
の
後
、
正
倉
院
宝
物
に
加
わ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
藤
澤
氏
と
同
意
見
を
提
示
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
石
田
氏
は
文
献
②
に
お
い
て
、
安
閑
天
皇
陵
へ
の
副
葬
が
崩
御
と
同
時
期

で
は
な
く
、
百
年
祭
二
百
年
祭
等
に
お
い
て
の
埋
納
も
考
慮
す
べ
き
と
の
反
論
を
記

す
。
す
な
わ
ち
こ
の
ガ
ラ
ス
碗
が
わ
が
国
に
将
来
し
た
時
期
を
、
六
世
紀
に
限
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
論
述
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
出
土
状
況
が
明
確
で
な
く

水
掛
け
論
に
な
る
た
め
検
証
し
よ
う
が
な
い
が
、
近
年
で
は
正
倉
院
宝
物
に
加
え
ら

れ
た
時
期
が
、
八
世
紀
で
は
な
い
と
い
う
可
能
性
も
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
記

し
て
お
き
た
い
（
由
水
二
〇
〇
九
）。

　

そ
し
て
梅
原
論
文
の
最
後
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
文
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

「�
最
近
永
久
保
存
の
た
め
に
国
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
書
き
添
え
得
る

の
は
、
私
の
喜
び
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。」
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こ
の
文
章
が
記
さ
れ
た
日
付
は
「
十
二
月
二
十
八
日
」
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に

東
京
国
立
博
物
館
の
記
録
で
は
「
十
二
月
二
十
七
日
」
に
東
京
国
立
博
物
館
が
受
領

し
た
と
あ
る
。

　

以
上
が
直
接
ガ
ラ
ス
碗
の
再
発
見
に
関
わ
っ
た
三
名
に
よ
る
論
文
で
あ
り
、
昭
和

二
十
五
年
八
月
の
再
発
見
か
ら
四
ヶ
月
あ
ま
り
で
、
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
後
は
、
原
田
淑
人
氏
が
文
献
⑥
・
⑦
・
⑧
・
⑨

を
著
わ
す
。
そ
の
う
ち
文
献
⑥
で
は
、
そ
の
文
末
に
伝
安
閑
天
皇
陵
出
土
ガ
ラ
ス
碗

が
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

「�

遠
い
シ
ベ
リ
ヤ
か
ら
久
々
で
帰
還
し
た
わ
が
子
に
対
す
る
母
親
の
心
情
を
も
っ

て
こ
れ
を
歓
迎
し
た
の
で
あ
る
。」

こ
の
よ
う
に
ま
さ
に
こ
の
時
代
の
世
相
を
反
映
し
た
表
現
に
よ
っ
て
、
収
蔵
さ
れ
た

こ
と
の
喜
び
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
原
田
氏
は
晩
年
に
至
る
ま
で
こ
の
ガ
ラ
ス

碗
に
対
し
て
思
い
入
れ
が
深
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
二
〇
年
以
上
を
経
た
文
献
⑨
に

お
い
て
も
、
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
を
感
慨
深
く
回
想
し
て
い
る
。

三
．
出
土
地
と
さ
れ
る
安
閑
天
皇
陵
に
つ
い
て

　

続
い
て
ガ
ラ
ス
碗
が
江
戸
時
代
の
、
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て

の
頃
に
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
、
安
閑
天
皇
陵
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

安
閑
天
皇
「
古
市
高
屋
丘
陵
」
は
、
大
阪
府
羽
曳
野
市
古
市
五
丁
目
所
在
す
る
。

陵
墓
は
現
在
も
皇
室
ご
祖
先
の
お
墓
と
し
て
祭
祀
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
尊
厳
と
静

安
を
保
持
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
一
定
区
域
以
外
の
立
ち
入
り
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
適
切
な
保
全
の
た
め
に
保
護
工
事
等
を

実
施
す
る
際
に
は
事
前
に
考
古
学
的
な
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
本
陵
も
平
成
四
（
一

九
九
二
）
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
護
岸
工
事
に
先
立
つ
調
査
が
実
施
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
調
査
記
録
な
ど
を
も
と
に
、
現
在
の
安
閑
天
皇
陵
に
お
け
る
墳
丘
や

出
土
遺
物
に
つ
い
て
の
考
古
学
的
な
観
察
結
果
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
ま
え
に
、
ま
ず
は
安
閑
天
皇
陵
に
つ
い
て
、
治
定
に
係
る
文
献
記
録
を
見
て

お
こ
う
。
安
閑
天
皇
の
陵
に
つ
い
て
は
『
記
紀
』
及
び
『
延
喜
式
』
に
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
』

　
「�

二
年
冬
十
二
月
癸
酉
朔
己
丑
天
皇
崩
于
勾
金
橋
宮
時
年
七
十
是
月
葬
天
皇
于
河

内
舊
市
高
屋
丘
陵
」

『
古
事
記
』

　
「
御
陵
在
河
内
之
古
市
高
屋
村
也
」

『
延
喜
式
』

　
「�

古
市
高
屋
丘
陵　

勾
金
橋
宮
御
于
安
閑
天
皇
在
河
内
國
古
市
郡
兆
域
東
西
一
町

南
北
一
町
五
段
陵
戸
一
烟
守
戸
二
烟
」

　

こ
の
よ
う
に
い
ず
れ
の
記
録
に
お
い
て
も
「
高
屋
」
と
い
う
地
名
が
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
場
所
は
現
在
の
「
大
阪
府
羽
曳
野
市
高
屋
」
に
比
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ

の
場
所
は
、
石
川
左
岸
に
あ
る
標
高
三
〇
か
ら
四
〇
ｍ
、
南
北
約
一
キ
ロ
、
東
西
約

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
広
が
る
い
わ
ゆ
る
「
高
屋
丘
陵
」
に
ま
ち
が
い
な
い
。
現
在
は

住
宅
が
建
ち
並
び
よ
く
分
ら
な
い
が
、
戦
後
す
ぐ
の
航
空
写
真
を
見
る
と
、
独
立
し

た
丘
陵
の
形
が
よ
く
分
る
（
写
真
3
）。
そ
し
て
こ
の
丘
陵
全
体
を
利
用
し
て
「
高
屋

城
」
が
築
か
れ
て
い
る
。
こ
の
高
屋
城
の
本
丸
部
分
が
現
在
の
安
閑
天
皇
陵
で
あ
り
、
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墳
丘
測
量
図
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
城
郭
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
痕
跡
を

よ
く
残
す
。
こ
の
よ
う
に
文
献
史
料
に
依
拠
す
る
限
り
、
安
閑
天
皇
陵
の
治
定
場
所

に
つ
い
て
は
現
在
地
以
外
に
は
考
え
難
い
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
高
屋
城
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
地
元
自
治
体
に
よ
る
発
掘
調
査
等
の

結
果
（
羽
曳
野
市
一
九
九
七
）、
本
城
は
応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
年
）
直
後
に
築
造
さ

れ
、
そ
の
後
畠
山
氏
が
居
城
と
す
る
期
間
が
長
い
が
、
天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
の

「
高
屋
城
の
戦
い
」
と
称
さ
れ
る
織
田
信
長
と
の
合
戦
に
よ
り
開
城
し
、
以
後
廃
絶
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
城
郭
に
利
用
さ
れ
た
墳
丘
に
は
大
き
な
改
変
は
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
今

日
ま
で
保
た
れ
て
き
て
お
り
、
ガ
ラ
ス
碗
が
出
土
し
た
と
い
う
一
七
世
紀
末
か
ら
一

八
世
紀
に
か
け
て
の
状
況
と
、
今
日
の
墳
丘
形
状
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
第
1
図
に
示
し
た
、
近
年
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
墳
丘
測
量
図
を
見
な
が
ら
、
墳
丘
を
観
察
し
て
い
こ
う
（
古
市
古
墳
群
世
界
文
化

遺
産
登
録
推
進
連
絡
会
議
二
〇
一
五
）。
大
き
さ
は
あ
く
ま
で
も
水
面
上
に
あ
る
見
か

け
の
数
値
で
あ
る
が
、
墳
丘
長
一
二
二
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
径
七
八
メ
ー
ト
ル
、
前

方
部
幅
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
二
・
五
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
後
円
部
が
現
状
で
は

五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
高
い
。
墳
丘
主
軸
は
ほ
ぼ
東
西
を
示
し
、
前
方
部
南
西
隅
と
後
円

部
南
側
に
渡
土
堤
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
渡
土
堤
は
少
な
く
と
も
築
造
当
初
に

遡
る
も
の
で
は
な
く
、
墳
丘
の
改
変
時
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

墳
丘
の
北
側
は
図
面
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
後
円
部
か
ら
前
方
部
に
か
け
て
墳

頂
か
ら
周
濠
ま
で
急
傾
斜
を
な
し
て
お
り
、
く
び
れ
部
付
近
に
あ
る
斜
面
の
途
中
に

は
平
坦
面
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
も
古
墳
に
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
城
郭
遺
構
の
一

写真 3　高屋丘陵航空写真第 1図　�安閑天皇陵航空レーザ測量図（文献古市古
墳群2015より転載）
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部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
南
側
は
墳
頂
直
下
が
少
し
傾
斜
が
強
く
、
そ
の
後
は
周

濠
ま
で
な
だ
ら
か
に
下
っ
て
い
く
。

　

内
部
構
造
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
横
穴
式
石
室
が
存
在
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
現
状
で
は
報
告
さ
れ
た
空
洞
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
石
室
に
用

い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
石
材
も
確
認
で
き
な
い
（
末
永
一
九
七
五
）。
よ
っ

て
、
内
部
施
設
は
不
明
と
し
か
い
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
平
成
四
年
に
実
施
し
た
調
査
の
出
土
品
を
見
て
い
き
た
い
（
宮
内
庁
書

陵
部
一
九
九
四
）。
こ
の
調
査
は
墳
丘
護
岸
工
事
に
伴
う
調
査
で
あ
っ
た
た
め
、
ト
レ

ン
チ
は
墳
丘
最
下
部
か
ら
周
濠
に
か
け
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
周
濠
は
オ
ー

プ
ン
な
状
態
が
長
く
続
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
様
々
な
時
期
の
遺
物
が
出
土
し
た
。

古
墳
に
伴
う
遺
物
と
し
て
は
、
円
筒
埴
輪
や
朝
顔
形
埴
輪
の
破
片
が
あ
る
。
埴
輪
の

特
徴
は
粗
い
縦
方
向
の
ハ
ケ
メ
調
整
や
突
出
度
の
低
い
突
帯
の
形
状
か
ら
、
円
筒
埴

輪
で
も
新
し
い
時
期
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に
古
墳
時
代
に
属
す
る
遺
物
と

し
て
は
、
須
恵
器
（
坏
・
高
坏
・
甕
等
）
が
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
小
片
で
あ

り
全
形
を
知
り
う
る
個
体
は
な
い
が
、
坏
身
の
受
け
部
の
形
状
か
ら
六
世
紀
代
に
位

置
付
け
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
埴
輪
の
示
す
時
期
と
一
致
し
て
お
り
、

本
陵
築
造
期
を
示
す
遺
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
陵
は
出
土
遺
物
の
示
す
年
代
や
、
墳
丘
は
大
き
く
改
変
さ
れ
て
い

る
も
の
の
古
市
古
墳
群
内
の
立
地
状
況
か
ら
考
え
て
六
世
紀
前
半
の
築
造
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
安
閑
天
皇
の
崩
御
年
と
大
き
く
違
わ
な
い
こ
と
と
な
る
。

　

そ
れ
で
は
ガ
ラ
ス
碗
が
出
土
し
た
場
所
が
特
定
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

結
論
的
に
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
墳
丘
の
観
察
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
古

墳
本
来
の
形
状
は
城
郭
に
利
用
さ
れ
た
際
に
大
き
く
改
変
さ
れ
て
お
り
、
段
築
状
況

も
不
明
な
ほ
ど
で
あ
る
。
内
部
施
設
の
位
置
や
形
状
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
大
雨
に

よ
っ
て
墳
丘
が
崩
落
し
た
際
に
出
土
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
痕
跡

を
示
す
場
所
も
特
定
で
き
な
い
。

　

城
郭
に
利
用
さ
れ
た
際
に
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
事
実
と
、『
前
王
廟
陵
記
』
の
記

述
を
信
じ
る
限
り
、
ガ
ラ
ス
碗
は
内
部
施
設
そ
の
も
の
か
ら
出
土
し
た
可
能
性
は
低

く
、
す
で
に
改
変
に
よ
っ
て
副
葬
時
の
原
位
置
か
ら
は
離
れ
た
場
所
か
ら
出
土
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
今
日
、
そ
の
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

但
し
、
安
閑
天
皇
陵
と
し
て
治
定
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、
元
禄
一
〇
（
一
六
九
七
）

年
か
ら
二
年
間
を
費
や
し
て
実
施
さ
れ
た
陵
墓
の
探
索
と
修
陵
時
か
ら
今
日
ま
で
一

貫
し
て
現
在
地
で
あ
り
、
ガ
ラ
ス
碗
の
出
土
地
が
現
在
の
安
閑
天
皇
陵
で
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
ガ
ラ
ス
碗
が
収
め
ら
れ
た
外
箱
の
記
載
、
す
な

わ
ち
神
谷
家
（
安
閑
天
皇
陵
所
在
地
の
所
有
者
）
が
所
持
し
て
お
り
、
西
琳
寺
に
寄

贈
し
た
と
い
う
記
載
と
も
ま
っ
た
く
矛
盾
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

四
．「
ク
ラ
ブ
関
西
」
に
よ
る
寄
贈
の
経
緯
と
加
藤
三
之
雄
教
授
の
関
与

　

前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
安
閑
天
皇
陵
出
土
ガ
ラ
ス
碗
が
再
発
見
さ
れ
た
日
は
、

昭
和
二
十
五
年
八
月
十
二
日
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
講
演
会
を
主
催
し
た
人
物
で
あ

る
加
藤
三
之
雄
氏
こ
そ
が
、
こ
の
ガ
ラ
ス
碗
の
再
発
見
か
ら
、
そ
の
後
東
京
国
立
博

物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
シ
ナ
リ
オ
を
練
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

本
節
で
は
加
藤
三
之
雄
氏
と
、
ガ
ラ
ス
碗
を
買
い
上
げ
て
東
京
国
立
博
物
館
へ
寄

贈
し
た
「
ク
ラ
ブ
関
西
」
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
く
。
そ
れ
で
は
ま
ず
、
加
藤
氏
の

略
歴
を
記
し
て
い
き
た
い
（
写
真
4
）。



九

　

加
藤
氏
は
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
、
名
古
屋
市
生
ま
れ
。
第
八
高
等
学
校

を
経
て
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
、
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
同
年
、

毎
日
新
聞
社
、
入
社
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ベ
ル
リ
ン
支
局
長
を
勤
め
、
戦
中
、

戦
後
の
混
乱
を
乗
り
切
っ
て
帰
国
す
る
。
戦
後
は
、
同
社
大
阪
本
社
編
集
局
次
長
、

総
務
局
長
、
論
説
副
委
員
長
、
常
勤
監
査
役
を
歴
任
し
、
昭
和
三
十
一
年
に
退
社
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
に
関
西
大
学
文
学
部
に
招
か
れ
講
師
と
な

り
、
翌
年
教
授
に
就
任
。
そ
の
後
昭
和
四
十
三
年
十
月
か
ら
は
、
創
設
さ
れ
た
ば
か

り
の
社
会
学
部
に
転
籍
し
、
第
二
代
の
学
部
長
の
重
責
を
担
わ
れ
た
。
そ
の
間
、
昭

和
三
十
一
年
か
ら
同
三
十
九
年
ま
で
は
、
大
阪
府
教
育
委
員
を
務
め
ら
れ
る
。
そ
の

関
係
も
あ
っ
て
か
、
昭
和
四
十
六
年
に
関
西
大
学
を
退
職
さ
れ
た
後
、
昭
和
四
十
七

年
か
ら
同
六
十
一
年
ま
で
、
財
団
法
人
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
現
、
公
益
財
団
法

人
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
の
理
事
長
に
就
任
さ
れ
る
。
そ
し
て
昭
和
六
十
二
年

十
二
月
に
八
六
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
界
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
た
後
、
大
阪
の
教
育
や
文
化
行
政

に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
経
歴
か
ら
ガ
ラ
ス
碗
の
発
見
さ
れ
た
昭
和
二

十
五
年
当
時
は
、
毎
日
新
聞
社
総
務
局
長
の
職
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
て
、
ガ
ラ
ス
碗
の
再
発
見
か
ら
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
経
緯
に
つ
い

て
は
、
加
藤
氏
自
身
が
詳
し
く
書
き
記
し
た
文
章
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
記

述
を
進
め
て
い
き
た
い
（
加
藤
一
九
七
八
ｂ
）。

　

ガ
ラ
ス
碗
の
存
在
を
最
初
に
探
り
当
て
た
人
物
は
、
毎
日
新
聞
総
務
局
に
所
属
し

て
い
た
「
蓬
郷
峯
保
」
と
い
う
記
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
京
都
大
学
文
学
部
で
歴
史
を

学
ん
だ
人
物
で
あ
り
、
そ
の
卒
業
論
文
作
成
の
過
程
で
ガ
ラ
ス
碗
の
所
蔵
者
「
行
松

勢
二
」
氏
と
知
り
合
う
。
そ
し
て
蓬
郷
氏
の
情
報
を
受
け
て
、
行
松
氏
に
ガ
ラ
ス
碗

の
鑑
定
を
石
田
氏
に
依
頼
す
べ
く
、
八
月
十
二
日
に
持
参
す
る
よ
う
に
仲
介
し
た
人

物
が
加
藤
氏
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
発
見
以
降
の
経
緯
と
調
査
は
す
で
に
述
べ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
加
藤
氏
も
十
月
に
な
さ
れ
た
正
倉
院
に
お
け
る
二
口
の
ガ
ラ
ス
碗

対
面
に
も
立
ち
会
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
同
月
二
十
九
日
に
毎
日
新
聞
紙
上
に
報

道
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
加
藤
氏
が
最
も
気
が
か
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ガ
ラ
ス
碗
の
行

方
で
あ
る
。
こ
の
点
を
、
加
藤
氏
の
文
章
か
ら
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

「�

図
ら
ず
も
出
現
し
た
「
玉
碗
」
を
万
が
一
に
も
再
び
喪
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
保
管
に
万
全
を
期
す
る
に
は
い
か
に
す
べ
き
か
、
と
い
う
命
題
で
あ
っ
た
。」

そ
し
て
こ
の
命
題
の
答
と
し
て
、
加
藤
氏
が
出
し
た
結
論
が
、
次
の
文
章
で
あ
る
。

「�
遠
く
と
も
東
京
国
立
博
物
館
に
納
め
て
保
管
し
て
も
ら
う
の
が
一
番
万
全
の
策

で
は
な
い
か
。」

写真 4　�加藤三之雄教授肖像写真（関西大学
年史編纂室提供）



一
〇

こ
の
よ
う
に
加
藤
氏
が
考
え
た
理
由
と
し
て
は
、
所
蔵
者
で
あ
る
行
松
氏
が
、
ガ
ラ

ス
碗
の
評
価
が
高
ま
る
に
つ
れ
売
却
を
ほ
の
め
か
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
を
、
蓬
郷
氏
か
ら
聞
き
及
ん
で
い
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。
売
却
と
な
れ
ば
終
戦
ま
も

な
い
日
本
か
ら
流
出
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
、
あ
る
い
は
ま
た
ど
こ
か
の
個
人

宅
に
秘
蔵
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
東
京
国

立
博
物
館
に
納
め
る
こ
と
が
最
善
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ど
う
や
っ
て
資
金
を
調
達

し
て
行
松
氏
か
ら
ガ
ラ
ス
碗
を
譲
り
受
け
る
か
と
い
う
最
大
の
問
題
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
加
藤
氏
が
考
え
つ
い

た
方
法
が
「
ク
ラ
ブ
関
西
」

に
買
い
上
げ
て
も
ら
い
、

東
京
国
立
博
物
館
へ
寄
贈

す
る
と
い
う
手
段
で
あ
っ

た
。

　

そ
れ
で
は
続
い
て
、
こ

の
「
ク
ラ
ブ
関
西
」
を
紹

介
し
て
お
き
た
い
。「
ク
ラ

ブ
関
西
」
は
終
戦
後
荒
廃

し
た
大
阪
に
あ
っ
て
、
公

職
追
放
を
受
け
た
経
営
者

に
代
わ
る
若
手
経
済
人
の

集
ま
り
と
し
て
、
昭
和
二

十
三
年
五
月
に
社
団
法
人

と
し
て
設
立
さ
れ
た
（
写

真
5
）。
爾
来
、
七
〇
年
に
わ
た
っ
て
関
西
経
済
の
復
興
と
発
展
、
さ
ら
に
は
社
会
の

発
展
と
次
世
代
の
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
で
あ
る
（
現
在
の
理
事
長
は
、

加
藤
好
文 

京
阪
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
）。

　

こ
の
「
ク
ラ
ブ
関
西
」
の
初
代
事
務
局
長
を
務
め
た
小
島
威
彦
氏
と
加
藤
三
之
雄

氏
が
戦
前
か
ら
旧
知
の
間
柄
に
あ
っ
た
た
め
に
、
先
の
手
段
を
思
い
つ
か
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
加
藤
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
加
藤
一
九
七
八

ａ
）「�

私
と
し
て
は
こ
の
ク
ラ
ブ
の
「
文
化
の
寄
与
」
と
い
う
触
れ
こ
み
に
拠
り
か
か

っ
て
、
一
つ
だ
け
良
い
こ
と
を
し
た
。」

こ
の
文
章
に
あ
る
「
一
つ
だ
け
良
い
こ
と
」
と
い
う
の
が
、「
ク
ラ
ブ
関
西
」
が
資
金

を
調
達
し
て
ガ
ラ
ス
碗
を
購
入
し
、
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
贈
し
た
と
い
う
事
実
で

あ
る
。

　

こ
の
経
緯
を
、
現
在
ク
ラ
ブ
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
か
ら
裏
付
け
て
い
く
こ
と
と

し
よ
う
。
写
真
6
に
示
し
た
「
お
知
ら
せ
」
と
題
し
た
文
書
で
あ
る
。
日
付
は
「
昭

和
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日
」
で
あ
り
、
発
信
者
は
理
事
長
「
成
瀬 

達
」
名
で
あ

る
。
そ
の
文
章
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「�

本
日
理
事
会
に
於
て
文
化
事
業
の
一
端
と
し
て
左
記
日
本
最
古
の
ガ
ラ
ス
容
器

を
当
ク
ラ
ブ
に
て
買
受
け
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
贈
し
以
て
我
が
国
文
化
史
上

特
に
考
古
学
上
重
要
な
る
名
器
保
存
を
計
る
こ
と
に
決
定
致
し
ま
し
た
。
就
而

は
右
買
取
り
代
金
拾
五
萬
圓
也
を
加
入
会
社
五
十
四
社
に
於
て
各
貳
阡
八
百

圓
の
特
別
御
負
担
の
こ
と
と
し
乍
勝
手
本
月
分
御
勘
定
に
て
御
請
求
申
し
上
げ

ま
し
た
の
で
併
せ
御
承
認
下
さ
い
ま
す
様
御
願
い
傍
御
通
知
致
し
ま
す
」

　

す
な
わ
ち
ガ
ラ
ス
碗
を
一
五
万
円
で
買
上
げ
る
の
で
、
ク
ラ
ブ
に
加
盟
す
る
五
四

写真 5　現在の「クラブ関西」玄関



一
一

の
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
二
八
〇
〇
円
を
拠
出
す
る
よ
う
に
と
の
通
知
で
あ
る
。
当
時
の

物
価
に
お
い
て
比
較
す
る
と
、
昭
和
二
十
五
年
の
銀
行
員
大
卒
初
任
給
が
三
千
円
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
初
任
給
が
二
〇
万
円
と
す
る
な
ら
ば
、
六
六
・
六
倍
と
な

り
、
一
五
万
円
は
約
一
千
万
円
と
な
る
。
こ
の
時
の
理
事
会
に
お
け
る
議
事
録
は
残

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

し
か
し
加
藤
氏
が
い
う
よ
う
に
「
大
阪
の
財
力
を
も
っ
て
文
化
の
復
興
あ
る
い
は
興

隆
を
は
か
る
」
と
い
う
、
ク
ラ
ブ
発
足
時
の
目
的
を
具
現
化
し
た
活
動
で
あ
っ
た
と

位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
お
そ
ら
く
は
加
藤
氏
が
書
い
た
シ
ナ
リ
オ
に
従
っ
て
、
こ
と
は
極
め
て
ス
ム

ー
ズ
に
進
ん
だ
よ
う
で
あ
り
、
写
真
7
に
示
し
た
と
お
り
「
昭
和
二
十
五
年
十
二
月写真 6　クラブ関西理事長　成瀬　達「お知らせ」

二
日
」
付
け
で
「
行
松
勢
二
」
自
筆
の
領
収
書
が
、
現
在
も
き
ち
ん
と
「
ク
ラ
ブ
関

西
」
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
金
額
は
、
確
か
に
「
金
拾
五
萬
圓
也
」
と
あ
る
。

　

そ
の
後
、
東
京
国
立
博
物
館
の
台
帳
に
よ
れ
ば
「
十
二
月
二
十
七
日
」
に
受
入
れ

が
完
了
し
て
お
り
、
八
月
十
二
日
の
再
発
見
か
ら
四
ヶ
月
ほ
ど
で
、
ガ
ラ
ス
碗
は
安

住
の
地
に
収
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
世
相
と
現
在
を
比
べ
よ
う
も
な
い
が
、

今
の
貨
幣
価
値
に
換
算
し
て
一
千
万
円
と
い
う
資
金
を
調
達
し
て
、
わ
ず
か
な
期
間

で
最
善
の
策
を
完
了
さ
せ
た
加
藤
氏
の
手
腕
（
豪
腕
？
）
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
シ
ナ
リ
オ
を
実
行
さ
れ
た
「
ク
ラ
ブ
関
西
」
の
決
断
は
、

大
い
に
賞
賛
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
令
和
の
御
即
位
記
念
に
二
口
の
ガ
ラ
ス
碗

が
並
べ
て
展
示
さ
れ
た
僥
倖
を
改
め
て
実
感
す
る
。

　

東
京
国
立
博
物
館
か
ら
は
、
翌
年
三
月
二
十
三
日
付
で
館
長
「
浅
野
長
武
」
か
ら
、 写真 7　行松勢二「領収書」



一
二

ク
ラ
ブ
関
西
宛
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
て
い
る
（
写
真
8
）。

五
．
伝
安
閑
天
皇
陵
出
土
ガ
ラ
ス
碗
に
つ
い
て
の
江
戸
時
代
記
録
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
伝
安
閑
天
皇
陵
出
土
ガ
ラ
ス
碗
に
つ
い
て
、
再
発
見
と
出
土
地
、
さ
ら

に
は
東
京
国
立
博
物
館
へ
の
収
蔵
経
過
を
見
て
き
た
。
本
節
で
は
、
江
戸
時
代
に
こ

の
ガ
ラ
ス
碗
が
西
琳
寺
に
寄
贈
さ
れ
た
当
時
の
こ
と
に
つ
い
て
、
少
し
補
足
し
て
お

き
た
い
。

　

江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
十
八
世
紀
後
半
以
降
、
物
産
学
あ
る
い
は

本
草
学
と
呼
ば
れ
る
学
問
が
芽
生
え
て
い
く
。
元
々
の
き
っ
か
け
と
し
て
は
背
景
に

殖
産
興
業
が
あ
り
、
国
内
の
生
産
力
を
あ
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
一
例
を

挙
げ
る
と
、
薬
用
に
有
益
な
植
物
を
収
集
・
分
類
し
、
全
国
で
統
一
し
た
名
称
を
確

定
す
る
こ
と
な
ど
今
日
の
植
物
学
に
通
じ
る
よ
う
な
活
動
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
活
動
を
牽
引
し
た
人
物
と
し
て
は
、「
エ
レ
キ
テ
ル
」
を
発
明
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
る
平
賀
源
内
も
、
本
業
は
「
本
草
学
者
」
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

　

こ
の
頃
の
大
坂
に
あ
っ
て
は
、「
知
の
巨
人
」
と
も
呼
称
さ
れ
た
木
村
蒹
葭
堂
（
一

七
三
六
～
一
八
〇
二
）
が
活
躍
し
て
い
る
。
彼
は
今
日
の
考
古
遺
物
に
分
類
さ
れ
る

古
器
物
を
収
集
し
て
い
た
。
さ
ら
に
今
日
の
石
器
・
石
製
品
を
含
む
「
石
」
に
特
化

し
て
収
集
し
、「
石
の
長
者
」
と
呼
ば
れ
た
木
内
石
亭
が
活
躍
し
て
い
た
の
も
こ
の
時

期
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
物
産
学
の
興
隆
は
、
木
村
蒹
葭
堂
の
よ
う
な
市
井
に
あ
る

人
物
か
ら
、
寛
政
の
改
革
を
推
し
進
め
幕
府
の
中
心
に
い
た
松
平
定
信
が
、
そ
の
一

線
を
退
い
た
あ
と
『
集
古
十
種
』
の
編
纂
に
没
頭
す
る
な
ど
、
多
彩
な
人
物
が
関
わ

っ
て
い
る
。

写真 8　東京国立博物館発行　「感謝状」



一
三

　

す
な
わ
ち
ガ
ラ
ス
碗
が
西
琳
寺
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
は
、
寛
政
八
（
一
七
九
六
）

年
に
あ
っ
て
、
当
時
の
好
古
家
と
呼
ば
れ
た
人
々
の
間
で
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　

改
め
て
こ
の
ガ
ラ
ス
碗
が
収
め
ら
れ
て
い
た
容
器
を
見
る
と
、「
長
吏
宮
仰
書
銘
」

と
あ
る
よ
う
に
「
盈
仁
親
王
」
に
よ
っ
て
ガ
ラ
ス
碗
が
「
御
鉢
」
と
命
名
さ
れ
、
そ

れ
を
当
代
一
流
の
書
家
で
あ
る
「
加
茂
保
考
」
が
揮
毫
し
て
い
る
。
こ
の
盈
仁
親
王

は
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
に
、
閑
院
宮
典
仁
親
王
（
追
尊
天
皇
慶
光
天
皇
）
の
第

七
皇
子
と
し
て
生
ま
れ
た
人
物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
一
九
代
光
格
天
皇
の
同
母

弟
で
あ
り
、
宮
中
に
あ
っ
て
極
め
て
高
い
地
位
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
命
名
し
た

当
時
は
聖
護
院
の
門
跡
で
あ
り
、
親
王
に
茶
の
指
南
を
し
て
い
た
「
速
水
宗
達
」
を

通
じ
て
、
西
林
寺
の
住
職
が
こ
の
ガ
ラ
ス
碗
を
持
参
し
、
命
名
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
ガ
ラ
ス
碗
が
世
に
知
ら
れ
た
際
に
は
、
天
皇

の
弟
宮
か
ら
、
木
村
蒹
葭
堂
の
よ
う
に
市
井
に
あ
っ
て
好
古
の
趣
味
を
持
つ
人
々
の

間
ま
で
話
題
に
な

っ
た
こ
と
が
察
せ

ら
れ
る
。

　

な
お
、
盈
仁
親

王
は
文
政
十
三

（
一
八
三
一
）
年

に
薨
去
し
、
京
都

市
左
京
区
北
白

川
に
あ
る
聖
護
院

宮
墓
地
に
葬
ら
れ

て
い
る
（
写
真
9
）

　

こ
の
よ
う
に
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
当
時
、
多
く
の
好
古
家
に
よ
る
記
録
が
残
る

が
、
そ
の
う
ち
藤
貞
幹
が
著
わ
し
た
『
集
古
図
』
に
は
図
面
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
藤
澤
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
藤
貞
幹
の
残
し
た
記
述
に
は
間
違
い

が
多
く
、
そ
も
そ
も
『
集
古
図
』
に
掲
載
さ
れ
た
図
も
、
現
物
と
は
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
（
写
真
10
）。
こ
の
理
由
は
、
藤
貞
幹
は
ガ
ラ
ス
碗
が
西
琳
寺
に
寄
贈
さ
れ
た

翌
年
に
没
し
て
お
り
、
実
物
を
自
ら
見
て
い
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

現
在
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
集
古
図
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

写真 9　�盈仁親王墓（京都市左京区北
白川丸山　聖護院宮墓地）

写真10　�『集古図』（国会図書
館所蔵）所収ガラス碗　
図面その1

写真11　�『集古図』（国会図書
館所蔵）所収ガラス
碗　図面その2

る
。「
右
玉
器
圖
原
本
多

誤
故
今
附
斯
全
圖
以
俻
構

成
云
」
こ
の
よ
う
に
記
し

て
、
写
真
11
に
示
し
た
図

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
図
を
見
る
と
、
伝
安
閑

天
皇
陵
出
土
ガ
ラ
ス
碗
が

正
確
に
描
か
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　

そ
れ
で
は
何
の
情
報
に

基
づ
い
て
、
こ
の
正
し
い

図
が
描
か
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
図
の
原
本
と

思
わ
れ
る
図
を
『
摽
有
梅
』

に
中
に
見
い
だ
す
こ
と
が



一
四

で
き
た
の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
『
摽
有
梅
』
の
著
者
は
、
大
坂
南
組
惣
年
寄
を
勤
め
る
家
柄
に
生
ま
れ
た
野
里
四
郎

左
衛
門
梅
園
（
一
七
八
四
～
不
明
）
で
あ
る
。
惣
年
寄
と
い
う
職
務
の
傍
ら
、
彼
は

狂
歌
や
煎
茶
道
に
も
造
詣
が
深
く
、
そ
し
て
古
文
物
に
強
い
関
心
を
示
し
、
い
く
つ

か
の
著
作
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
著
書
が
、
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年

に
刊
行
さ
れ
た
『
梅
園
奇
勝
』
で
あ
る
。
そ
し
て
今
回
の
ガ
ラ
ス
碗
の
図
は
、
東
京

都
立
中
央
図
書
館
が
加
賀
文
庫
（
加
賀
豊
三
郎
旧
蔵
資
料
）
と
し
て
所
蔵
す
る
一
〇

冊
の
う
ち
の
一
冊
に
見
い
だ
し
た
。
こ
の
図
を
原
本
と
す
る
理
由
は
、
写
真
12
に
示

写真12　�『摽有梅』（東京都立図
書館所蔵）所収ガラス
碗　図面

写真13　�『集古図』（国会図書
館所蔵）所収ガラス
碗　図面

し
た
よ
う
に
、

実
物
の
拓
本
を

そ
の
ま
ま
貼
り

付
け
て
お
り
、

野
本
自
身
が
手

拓
し
た
資
料
で

あ
る
こ
と
を
理

由
と
す
る
。
こ

の
図
と
写
真
13

に
示
し
た
『
集

古
図
』
の
ガ
ラ

ス
碗
口
縁
の
上

面
図
を
比
較
し

て
も
ら
い
た

い
。『
摽
有
梅
』

に
は
実
物
の
拓
本
が
貼
込
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
集
古
図
』
は
明
ら
か
に
墨
描
き

の
実
線
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
残
念
な
が
ら
野
里
が
い
つ
ガ
ラ
ス
碗
を
採
拓
し
た
か
は
、
明
ら
か
に
で
き

な
い
。
な
ぜ
な
ら
『
摽
有
梅
』
に
は
作
ら
れ
た
時
期
の
明
示
は
な
く
、
お
そ
ら
く
野

里
自
身
が
自
ら
の
勉
強
の
た
め
に
備
え
た
覚
書
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
刊
行
を

目
指
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
想
定
の
域
を
脱

し
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
野
里
は
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
に
『
梅
園
奇
勝
』
を

刊
行
し
て
お
り
、
採
拓
の
時
期
と
し
て
は
お
そ
ら
く
そ
の
前
後
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
『
摽
有
梅
』
に
実
際
の
拓
本
が
貼
り
付
け
て
あ
る
こ
と
は
、
再
発
見
当
時
に

こ
の
ガ
ラ
ス
碗
を
調
査
し
た
三
名
も
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に

付
記
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

六
．
ま
と
め

　

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
に
は
、
安
閑
天
皇
陵
出
土
ガ
ラ
ス
碗
が
再
発
見
さ
れ
て

七
〇
年
と
な
る
。
数
え
て
み
る
と
一
七
〇
〇
年
頃
現
在
の
安
閑
天
皇
陵
で
出
土
し
、

お
よ
そ
一
〇
〇
年
後
の
寛
政
八
（
一
七
九
八
）
年
に
、
西
琳
寺
の
所
有
と
な
る
。
そ

の
際
に
大
い
に
世
間
を
賑
わ
し
た
ガ
ラ
ス
碗
も
、
七
〇
年
あ
ま
り
を
経
た
幕
末
か
ら

明
治
維
新
に
か
け
て
の
混
乱
期
、
さ
ら
に
は
廃
仏
毀
釈
と
い
う
荒
波
の
中
で
行
方
不

明
と
な
る
。
そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
か
ら
数
年
経
っ
た
昭
和
二
十
五
（
一

九
五
〇
）
年
に
、
お
お
よ
そ
八
〇
年
振
り
に
、
外
箱
も
形
状
も
江
戸
時
代
そ
の
ま
ま

の
形
で
再
発
見
さ
れ
た
。
そ
し
て
再
発
見
か
ら
わ
ず
か
四
ヶ
月
と
い
う
迅
速
さ
で
、

東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ガ
ラ
ス
碗
の
長
い
長
い
流
転



一
五

の
旅
は
終
わ
り
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
令
和
元
年
に
、
二
口
の
ガ
ラ

ス
碗
が
御
即
位
を
記
念
し
て
、
東
京
国
立
博
物
館
で
展
示
さ
れ
た
。

　

現
在
の
安
閑
天
皇
陵
か
ら
ガ
ラ
ス
碗
が
出
土
し
て
お
お
よ
そ
三
〇
〇
年
、
さ
ら
に

こ
の
ガ
ラ
ス
碗
が
中
東
地
域
か
ら
わ
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
て
か
ら
一
五
〇
〇
年
の
時

間
が
経
過
し
て
い
る
。
か
つ
て
作
家
井
上
靖
氏
は
、
こ
の
ガ
ラ
ス
碗
を
題
材
と
し
て

「
玉
碗
記
」
と
い
う
短
編
小
説
を
書
き
上
げ
た
（
井
上
一
九
九
五
）。
歴
史
的
な
事
実

関
係
だ
け
を
追
え
ば
、
小
説
の
叙
情
的
な
部
分
は
排
除
せ
ざ
る
を
得
ず
、
正
倉
院
宝

物
の
ガ
ラ
ス
碗
が
同
時
に
将
来
し
た
か
否
か
、
ど
こ
で
、
誰
の
手
の
も
と
で
片
方
の

ガ
ラ
ス
碗
は
伝
世
し
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
い
つ
、
誰
の
手
に
よ
っ
て
正
倉
院
に
納

め
ら
れ
た
か
な
ど
明
ら
か
に
で
き
な
い
事
項
も
多
い
。

　

未
だ
不
明
の
こ
と
が
あ
る
に
せ
よ
、
今
回
両
碗
が
は
じ
め
て
同
時
に
展
観
さ
れ
た

こ
と
を
期
し
て
、
七
〇
年
前
の
加
藤
三
之
雄
氏
の
活
躍
と
「
ク
ラ
ブ
関
西
」
の
英
断

を
記
憶
し
て
お
き
た
い
。

文
献

井
上 

靖
一
九
九
五
「
玉
碗
記
」『
井
上 

靖
全
集
』
第
二
巻　

新
潮
社

加
藤
三
之
雄
一
九
七
八
ａ
「
ク
ラ
ブ
誕
生
の
お
手
伝
い
」『
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
30

周
年
記
念
誌
』
社
団
法
人
ク
ラ
ブ
関
西　

30
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会

加
藤
三
之
雄
一
九
七
八
ｂ
「「
玉
碗
」
顛
末
記
」『
羽
曳
野
史
』
第
三
号　

羽
曳
野
市
史
編

纂
室

宮
内
庁
書
陵
部
一
九
九
四
「
安
閑
天
皇
古
市
高
屋
丘
陵
整
備
工
事
区
域
の
調
査
」『
書
陵
部

紀
要
』
第
四
五
号

末
永
雅
雄
一
九
七
五
「
安
閑
天
皇
陵
」『
古
墳
の
航
空
大
観
』　

学
生
社

巽
善
信
二
〇
一
三
「
天
理
参
考
館
所
蔵
古
代
ガ
ラ
ス
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
―
サ
サ
ン
朝
系

カ
ッ
ト
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
―
」『
西
ア
ジ
ア
考
古
学
』
第
一
三
号　

日
本
西
ア
ジ
ア

考
古
学
会

東
京
国
立
博
物
館
二
〇
一
九　

鶴
真
美
「
93　

白
瑠
璃
碗
」
山
本
亮
「
94
白
瑠
璃
碗
」『
御

即
位
記
念
特
別
展　

正
倉
院
の
世
界　

―
皇
室
が
守
り
伝
え
た
美
―
』

羽
曳
野
市
一
九
九
七
「
第
5
節　

高
屋
城
と
城
下
町
」『
羽
曳
野
市
史
』
第
一
巻　

羽
曳
野

市
史
編
纂
委
員
会
編

古
市
古
墳
群
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
連
絡
会
議
二
〇
一
五　
『
古
市
古
墳
群
測
量
図
集

成
』
藤
井
寺
市
総
務
部
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

由
水
常
雄
二
〇
〇
九
『
正
倉
院
ガ
ラ
ス
は
何
を
語
る
か
―
白
瑠
璃
碗
に
古
代
世
界
が
見

え
る
』（
中
公
新
書
二
〇
二
五
）　

中
央
公
論
新
社

御
礼

　
　

一
般
社
団
法
人
「
ク
ラ
ブ
関
西
」
ご
所
蔵
の
資
料
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
理
事
長
加
藤

好
文
氏
、
専
務
理
事
崎
本
哲
生
氏
、
同
事
務
局
長
松
井
博
志
氏
に
ご
高
配
頂
い
た
。
お
名

前
を
記
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

協
力
機
関

　

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

　

東
京
都
立
図
書
館

　

東
京
国
立
博
物
館

　

一
般
社
団
法
人
ク
ラ
ブ
関
西

　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室




